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は
じ
め
に

マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
は
、『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』（1913-

27

）
に
よ
っ
て
、
日
本
の
文
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
文

脈
で
必
ず
言
及
さ
れ
る
の
が
、﹁
新
心
理
主
義︶

1
︵

﹂
と
呼
ば
れ
る
一
群
の

作
家
が
採
用
し
た
、﹁
意
識
の
流
れ
﹂
と
い
う
小
説
手
法
の
流
行
で
あ

る
。﹁

新
心
理
主
義
﹂
の
主
唱
者
伊
藤
整
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ

ス
が
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』（1922

）
の
中
で
用
い
た
﹁
意
識
の
流
れ
﹂

―
人
物
の
意
識
の
流
動
の
ま
ま
に
現
実
を
写
し
取
る
手
法

―
を

適
用
し
、﹁
蕾
の
中
の
キ
リ
子
﹂（﹁
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
﹂
昭
5
・
11
）
以
下

の
小
説
群
を
著
し
た
。
ま
た
﹁
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ジ
ヨ
イ
ス
の
メ
ト
オ

ド
﹁
意
識
の
流
れ
﹂
に
就
い
て
﹂（﹁
詩
・
現
実
﹂
昭
5
・
6
）
以
下
の

評
論
で
そ
の
理
論
的
根
拠
を
示
し
、
一
連
の
発
言
は
『
新
心
理
主
義

文
学
』（
厚
生
閣
書
店
、
昭
7
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
内
的
リ
ア
リ
ズ

ム
に
よ
り
旧
来
の
現
実
描
写
の
超
克
を
目
指
す
伊
藤
の
理
論
と
実
作

は
新
進
作
家
ら
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
文
壇
で
は
こ
の
時
期
﹁
新
心
理

主
義
﹂
と
﹁
意
識
の
流
れ
﹂
が
議
論
の
的
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
﹁
新
心
理
主
義
﹂
を
め
ぐ
る
言
説
の
中
で
、
心
理
を
描
く

新
手
法
の
確
立
者
と
し
て
ジ
ョ
イ
ス
と
並
ん
で
言
及
さ
れ
た
の
が
プ

ル
ー
ス
ト
で
あ
る
。
伊
藤
整
は﹁
文
学
に
於
け
る
技
術
の
方
向
﹂（﹁
詩

と
詩
論
﹂
昭
5
・
9
）
で
両
者
に
言
及
し
、﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト

と
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ジ
ヨ
イ
ス
の
文
学
方
法
に
つ
い
て
﹂（﹁
思
想
﹂
昭

6
・
4
）
で
そ
の
手
法
を
対
比
的
に
論
じ
た
。
伊
藤
は
ジ
ョ
イ
ス
と

プ
ル
ー
ス
ト
の
違
い
を
論
じ
た
が
、﹁
新
心
理
主
義
﹂
を
め
ぐ
る
二
次

的
な
批
評
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
過
程
で
、
両
者
の
差
異
は
次
第
に
見

堀
辰
雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
翻
訳

戸
塚　
　

学
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失
わ
れ
て
い
く︶

2
︵

。
日
本
に
お
け
る
プ
ル
ー
ス
ト
は
、﹁
新
心
理
主
義
﹂

作
家
の
﹁
意
識
の
流
れ
﹂
手
法
の
規
範
と
し
て
、
ジ
ョ
イ
ス
と
同
一

視
す
る
形
で
論
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

﹁
新
心
理
主
義
﹂
の
一
人
に
括
ら
れ
る
堀
辰
雄
と
プ
ル
ー
ス
ト
の

関
係
も
、
文
学
史
的
に
は
﹁
意
識
の
流
れ
﹂
手
法
の
導
入
と
い
う
流

れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る︶

3
︵

。
個
別
の
作
品
論
で
も
、
連
作
『
美
し

い
村
』（﹁
山
か
ら
の
手
紙
﹂、﹁
大
阪
朝
日
新
聞
﹂
昭
8
・
6
・
25
、﹁
美
し
い

村 

或
は
小
遁
走
曲
﹂、﹁
改
造
﹂昭
8
・
10
、﹁
夏
﹂、﹁
文
芸
春
秋
﹂昭
8
・
10
、﹁
暗

い
道
﹂、﹁
週
刊
朝
日
﹂
昭
9
・
3
・
18
）
に
結
実
す
る
、
無
意
志
的
記
憶

―
感
覚
的
刺
激
を
契
機
と
す
る
過
去
の
経
験
の
現
前
的
な
回
帰

―
の
導
入
が
主
に
論
じ
ら
れ
て
き
た︶

4
︵

。

だ
が
、
堀
は
昭
和
六
・
七
年
に
お
け
る
文
壇
で
の
流
行
に
先
立
っ

て
プ
ル
ー
ス
ト
に
注
目
し
、
方
法
論
議
を
主
体
と
す
る
プ
ル
ー
ス
ト

現
象
に
は
微
妙
な
距
離
を
置
い
て
い
た
。
堀
は
神
西
清
と
と
も
に
プ

ル
ー
ス
ト
の
紹
介
を
先
導
し
、『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
翻
訳
を

編
集
者
と
し
て
世
に
送
り
出
し
た
。
ま
た
、
プ
ル
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る

一
連
の
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
、そ
の
中
で
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

を
翻
訳
し
て
提
示
し
た
。
堀
は
当
初
よ
り
一
貫
し
て
、
翻
訳
と
い
う

形
で
プ
ル
ー
ス
ト
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
ま
ず
、

堀
辰
雄
を
視
座
に
昭
和
初
年
代
の
プ
ル
ー
ス
ト
受
容
の
流
れ
を
捉
え

直
す
。

一
大
正
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
及
び
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
紹
介

に
続
き︶

5
︵

、
プ
ル
ー
ス
ト
に
い
ち
早
く
注
目
し
た
文
学
者
は
、
神
西
礼

吉
（
清
）
主
宰
の
文
学
雑
誌
﹁
虹
﹂（
創
刊
号
誌
名
﹁
箒
﹂、
大
15
・
9
～

昭
2
・
11
）
の
同
人
達
で
あ
っ
た
。
同
人
は
堀
辰
雄
、
大
野
俊
一
、

吉
村
鉄
太
郎
（
片
山
達
吉
）、
青
木
晋
（
竹
山
道
雄
）
ら
、
府
立
四
中

な
い
し
は
一
高
の
同
窓
生
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
高
寮
内
で
共
有
さ
れ

た
と
い
う
﹁
外
国
語
の
熱
病︶

6
︵

﹂
を
背
景
に
、
海
外
文
学
の
紹
介
や
翻

訳
を
盛
ん
に
行
い
、
当
時
の
日
本
で
は
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
プ
ル
ー
ス
ト
を
新
文
学
の
旗
手
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

ま
ず
神
西
清
が
、
昭
和
二
年
九
月
号
の
﹁
虹
﹂
に
、
ベ
ル
ナ
ー
ル

・
フ
ァ
イ
の
評
論
﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト

―
悦
楽
の
発
明
者

―
﹂
を
訳
出
し
た
。
続
い
て
大
野
俊
一
が
プ
ル
ー
ス
ト
研
究
で
著

名
な
レ
オ
ン
・
ピ
エ
ー
ル=

カ
ン
の
﹁
仏
蘭
西
の
文
学
﹂（﹁
虹
﹂
昭
2

・
11
）
を
訳
出
、
こ
こ
に
も
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
言
及
が
含
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
﹁
虹
﹂
終
刊
後
も
、
神
西
は
プ
ル
ー
ス
ト
の
処
女
創
作

集
『
楽
し
み
と
日
々
』
か
ら
三
篇
を
訳
し
（﹁﹁
悦
楽
と
日
々
﹂
断
章
﹂、﹁
創

作
月
刊
﹂
昭
3
・
4
）、
吉
村
は
ア
メ
リ
カ
の
批
評
家
マ
ル
カ
ム
・
カ

ウ
リ
ー
の﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
﹂（﹁
創
作
月
刊
﹂昭
3
・
4
）を
、

堀
は
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
の
追
悼
文
﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
の
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声
﹂（﹁
文
芸
レ
ビ
ュ
ー
﹂
昭
4
・
3
）
を
訳
出
、
大
野
は
プ
ル
ー
ス
ト

の
書
簡
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ
﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
手
紙
﹂

（﹁
詩
神
﹂
昭
4
・
6
）
を
発
表
し
た︶

7
︵

。

こ
う
し
た
動
き
を
主
導
し
た
の
は
、
海
外
の
新
文
学
の
動
向
に
敏

感
だ
っ
た
神
西
清
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
神
西
は
、
昭
和
二
年
の
夏
に

前
掲
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ァ
イ
の
評
論
に
よ
っ
て
プ
ル
ー
ス
ト
を
知
っ

た
と
い
い︶

8
︵

、
同
年
の
十
一
月
に
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
読
み

始
め
た
よ
う
で
あ
る︶

9
︵

。
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
関
心
が
神
西
個
人

の
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
堀
を
始
め
と
す
る
﹁
虹
﹂
同
人
達
と
共
有

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
人
の
紹
介
は
断
片
的
な
情
報
提
示
に
過
ぎ

ず
、
本
格
的
な
プ
ル
ー
ス
ト
読
解
の
跡
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、

一
つ
の
雑
誌
共
同
体
の
中
で
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
関
心
を
共
有
し
、
組

織
的
に
紹
介
を
行
っ
た
点
で
、﹁
虹
﹂
の
動
向
は
先
駆
的
で
あ
っ
た︶

₁₀
︵

。

さ
ら
に
、
神
西
が
﹁
虹
﹂
で
蒔
い
た
種
は
、
同
人
の
一
人
堀
辰
雄

の
手
を
通
し
て
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
堀
が
編
集
同
人
、
大
野
俊

一
が
編
集
・
発
行
者
を
務
め
た
同
人
雑
誌
﹁
文
学
﹂（
第
一
書
房
）
で

は︶
₁₁
︵

、
東
京
帝
大
仏
文
科
卒
業
生
の
淀
野
隆
三
・
佐
藤
正
彰
・
神
田
龍

雄
・
三
宅
徹
三
に
よ
る
共
訳
﹁
ス
ワ
ン
家
の
方

―
失
ひ
し
時
を
求

め
て
﹂
を
創
刊
号
か
ら
四
号
（
昭
4
・
10
～
5
・
1
）
ま
で
連
載
し
た
。

翻
訳
掲
載
の
背
景
に
つ
い
て
、
堀
は
神
西
宛
の
書
簡
（
昭
4
・
8
・

15
）で
、﹁
今
年
大
学
を
出
た
奴
が
四
人
が
か
り
で
プ
ル
ウ
ス
ト
の﹁
ス

ワ
ン
﹂
を
訳
し
て
持
つ
て
き
た　

な
か
な
か
い
い
訳
だ　

み
ん
な
の

同
意
を
得
て
載
せ
て
行
く
こ
と
に
し
た
﹂
と
記
し
て
お
り
、
堀
が
掲

載
を
後
押
し
し
た
事
情
が
窺
え
る︶

₁₂
︵

。連
載
は
四
回
で
中
断
さ
れ
る
が
、

淀
野
ら
の
後
輩
の
久
米
文
夫
・
井
上
究
一
郎
の
手
で
﹁
作
品
﹂、﹁
プ

ル
ウ
ス
ト
研
究
﹂
誌
上
で
引
き
継
が
れ
、
戦
後
の
新
潮
社
版
完
訳
に

至
る
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
翻
訳
の
主
流
が
形
成
さ
れ
る︶

₁₃
︵

。

作
品
が
日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
関

心
は
文
壇
で
も
急
速
に
高
ま
る
。
伊
藤
整
は
﹁
文
学
﹂
誌
上
の
淀
野

ら
の
訳
文
を
引
用
し
て
前
掲
﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
と
ジ
エ
イ

ム
ズ
・
ジ
ヨ
イ
ス
の
文
学
方
法
に
つ
い
て
﹂
を
著
し
、
連
載
を
ま
と

め
た
『
ス
ワ
ン
家
の
方
Ⅰ
』（
武
蔵
野
書
院
、
昭
６︶

₁₄
︵

）
を
﹁
名
訳
﹂、﹁
信

頼
す
る
に
足
る
も
の
﹂
と
支
持
し
た
（﹁『
ス
ワ
ン
家
の
方
』
淀
野
隆
三

・
佐
藤
正
彰
共
訳
﹂、﹁
新
文
学
研
究
﹂昭
6
・
10
）。
ま
た
中
村
光
夫
は﹁
作

品
﹂
連
載
時
の
同
翻
訳
を
﹁
金
玉
の
文
字
に
接
す
る
よ
う
な
気
持
で

よ
﹂
み
、﹁
新
し
い
神
託
を
聞
く
よ
う
に
、
陶
酔
し
た
﹂
と
い
う︶

₁₅
︵

。
当

時
の
﹁
作
品
﹂
読
者
通
信
欄
に
は
、
若
き
中
村
と
同
じ
よ
う
に
連
載

を
待
ち
受
け
る
よ
う
に
読
み
進
め
る
読
者
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
六
年
か
ら
七
年
前
半
に
か
け
て
の
新
聞
・
雑
誌
上
で
は
、

﹁
新
心
理
主
義
﹂
の
文
脈
で
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
言
及
が
集
中
的
に
見

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
西
清
か
ら
堀
辰
雄
へ
と
い
う
線
上
か
ら

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
翻
訳
が
世
に
送
り
出
さ
れ
、
誌
上
連
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載
と
単
行
本
刊
行
を
契
機
に
プ
ル
ー
ス
ト
が
流
行
現
象
化
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
最
も
注
目
を
集
め
た
こ
の
時
期
、
堀

と
神
西
は
表
立
っ
て
プ
ル
ー
ス
ト
に
言
及
し
て
い
な
い︶

₁₆
︵

。
昭
和
六
年

四
月
に
富
士
見
高
原
療
養
所
に
入
院
し
た
堀
は
、
そ
れ
を
機
に
神
西

ら
友
人
か
ら
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
借
り
受
け
、
本
格
的
に

読
み
始
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る︶

₁₇
︵

。
そ
し
て
流
行
が
一
段
落
し
た
昭
和

七
年
の
後
半
か
ら
、
堀
と
神
西
は
プ
ル
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
一
連
の
エ

ッ
セ
イ
を
書
き
始
め
る
。
両
者
の
エ
ッ
セ
イ
は
友
人
同
士
の
私
的
な

対
話
の
形
を
と
り
、
文
壇
の
潮
流
と
は
微
妙
に
距
離
を
置
く
も
の
で

あ
っ
た
。

堀
の
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
（
神
西
清
へ
の
手
紙
）﹂
は
、
昭
和
七
年

八
月
号
の
﹁
新
潮
﹂、﹁
椎
の
木
﹂、﹁
作
品
﹂
の
三
誌
に
同
時
に
発
表
さ

れ
た
。
神
西
に
宛
て
た
私
信
の
形
式
で
、
各
篇
の
末
尾
に
付
さ
れ
た

﹁
七
月
三
日
﹂、﹁
七
月
八
日
﹂、﹁
七
月
十
二
日
﹂
の
日
付
の
順
に
一
連

の
内
容
を
な
す
。
こ
れ
ら
は
翌
月
号
の
﹁
文
学
﹂（
厚
生
閣
書
店
）
誌

上
に
﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
（
神
西
清
へ
の
手
紙
）﹂（
Ⅰ
）
～
（
Ⅲ
）

と
し
て
一
本
化
し
て
再
掲
さ
れ
た︶

₁₈
︵

。
一
方
、
神
西
は
自
身
が
主
宰
す

る
同
人
雑
誌
﹁
リ
ベ
ル
テ
﹂
に
、
堀
の
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂
へ
の

言
及

―
僕
は
最
近
、
堀
辰
雄
か
ら
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂
と
い
ふ

手
紙
を
、三
通
も
貰
つ
た

―
を
含
む
エ
ッ
セ
イ﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
﹂（
昭

7
・
11
～
8
・
1
）
を
連
載
し
た
。
こ
れ
ら
は
以
後
に
発
表
さ
れ
る

堀
と
神
西
の
プ
ル
ー
ス
ト
論
の
中
で
も︶

₁₉
︵

、
質
量
と
も
に
中
心
的
位
置

を
占
め
る
も
の
と
な
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
二
つ
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
堀
と
神
西

が
そ
れ
ぞ
れ
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
一
節
を
翻
訳
し
て
提
示

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
プ
ル
ー
ス
ト
論
の
中
で
、
論
者
が

自
ら
作
品
を
翻
訳
し
て
引
用
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
特
に
堀
の

﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂
は
、『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
一
節
を
ブ

ロ
ッ
ク
引
用
の
形
で
繰
り
返
し
掲
げ
、
訳
文
の
提
示
に
誌
面
の
多
く

が
割
か
れ
て
い
る
。
改
稿
も
多
く
は
翻
訳
に
関
わ
る
も
の
で
、
た
と

え
ば
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
ブ
ロ
ッ
ク

引
用
が
新
た
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
（
Ⅲ
）
末
尾
の
﹁
こ
れ
だ

け
書
く
の
も
僕
に
は
容
易
で
は
な
か
つ
た
﹂
と
い
う
箇
所
が
﹁
訳
す

の
も
﹂
と
改
稿
さ
れ
、﹁
僕
﹂
の
翻
訳
行
為
が
前
景
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂
は
堀
の
訳
文
を
包
み
込
む
形
で

書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
り
、堀
辰
雄
訳
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
い
う
べ
き
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
堀
は
﹁
プ
ル

ウ
ス
ト
雑
記
﹂
を
神
西
へ
の
﹁
報
告
書
﹂
と
規
定
し
て
い
る
が
、
提

示
さ
れ
る
訳
文
こ
そ
が
、
堀
の
読
ん
だ
プ
ル
ー
ス
ト
を
神
西
に
﹁
報

告
﹂
す
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

堀
が
プ
ル
ー
ス
ト
を
読
み
進
め
て
い
た
時
期
の
短
篇
小
説
﹁
燃
ゆ
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る
頬
﹂（﹁
文
芸
春
秋
﹂
昭
7
・
1
）
に
は
、『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

第
四
篇
﹁
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
﹂
Ⅰ
の
一
節
が
次
の
よ
う
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

私
は
そ
の
一
瞬
間
、
そ
れ
ら
の
白
い
花
花
が
一
せ
い
に
、
そ
の

蜜
蜂
を
自
分
の
と
こ
ろ
へ
誘
は
う
と
し
て
、
彼
等
の
雌
蕋
を
妙

に
コ
ケ
テ
イ
ツ
シ
ユ
に
く
ね
ら
せ
た

0

0

0

0

0

の
を
ひ
よ
い
と
見
た
や
う

な
気
が
し
た
。（﹁
燃
ゆ
る
頬
﹂）

de m
êm

e la fleur-fem
m

e qui était ici, si li̓nsecte venait, 

arquerait coquettem
ent ses « styles », et pour être 

m
ieux pénétrée par lui ferait im

perceptiblem
ent, 

com
m

e une jouvencelle hypocrite m
ais ardente, la 

m
oitié du chem

in.

（
こ
こ
に
あ
る
雌
花
も
﹇
雄
花
と
﹈
同
様
に
、

も
し
昆
虫
が
や
っ
て
来
れ
ば
、︽
花ス
テ

柱イ
ル

︾
を
蠱
惑
的
に
た
わ
め
、
昆
虫
が

彼
女
ら
の
よ
り
奥
深
く
に
は
ま
り
こ
む
よ
う
に

―
大
人
し
そ
う
で
い

な
が
ら
そ
の
実
情
熱
的
な
若
い
娘
の
よ
う
に

―
気
付
か
れ
ぬ
よ
う
に

自
分
か
ら
昆
虫
の
方
に
歩
み
寄
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。）Sodom

e et 

G
om

orrhe I

右
の
よ
う
な
記
述
の
類
似
は
両
作
の
主
題
上
の
関
連
と
い
う
観
点
か

ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が︶

₂₀
︵

、
こ
こ
で
は
言
葉
の
置
き
換
え
の
過
程

に
注
目
し
た
い
。
引
用
部
を
対
照
す
る
と
、 “styles” 

が﹁
雌
蕊
﹂に
、

“coquettem
ent”

が
﹁
コ
ケ
テ
イ
ツ
シ
ユ
﹂
に
、“arquerait”

が
﹁
く0

ね
ら
せ
た

0

0

0

0

﹂
と
、原
文
の
語
句
が
日
本
語
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
一
節
は
『
麦
藁
帽
子
』（
四
季
社
、
昭
8
）
収
録
時
、﹁
め

い
め
い
の
雌
蕊
を
妙
な
姿
態
に
く
ね
ら
せ
る
﹂
と
改
稿
さ
れ
、﹁
彼
等

の
﹂ “ses” 

と
﹁
コ
ケ
テ
イ
ツ
シ
ユ
﹂ “coquettem

ent” 

と
い
う
直
訳

的
な
表
現
が
削
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ひ
る
が
え
っ
て
、
初
出
﹁
燃

ゆ
る
頬
﹂
が
原
文
を
参
照
し
、
そ
の
言
葉
を
一
語
一
語
翻
訳
す
る
よ

う
に
書
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る︶

₂₁
︵

。

堀
辰
雄
は
、
外
国
文
学
の
翻
訳
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
作
家

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
プ
ル
ー
ス
ト
に
関
し
て
は
、
強
い
影
響
関
係
が

指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
作
品
の
翻
訳
は
行
わ
な
か
っ
た
。
堀
辰
雄
訳

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
を
包
含
す
る
エ
ッ
セ
イ
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト

雑
記
﹂
は
、
こ
う
し
た
空
白
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
期
の

作
品
に
お
い
て
、
堀
は
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
細
部
を
翻
訳

す
る
よ
う
な
形
で
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
作
品
に
お
け
る
一

種
の
翻
訳
行
為
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
、﹁
プ
ル
ウ

ス
ト
雑
記
﹂
の
分
析
を
基
点
に
、
堀
と
プ
ル
ー
ス
ト
の
関
係
を
翻
訳

と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
試
み
で
あ
る
。

二
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂
は
﹁
雑
記
﹂
と
規
定
さ
れ
て
い
る
通
り
、

統
一
し
た
主
題
や
論
理
に
基
づ
い
た
文
章
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
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（
Ⅰ
）・（
Ⅱ
）
は
堀
自
身
の
著
し
た
も
の
だ
が
、（
Ⅲ
）
は
ジ
ャ
ッ
ク
・

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
講
演
﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト︶

₂₂
︵

﹂
の
翻
訳
に
よ

っ
て
堀
の
意
に
代
え
て
い
る
。
論
じ
ら
れ
る
内
容
も
多
様
で
、
無
意

志
的
記
憶
に
始
ま
り
、
文
体
や
時
間
の
問
題
、
人
物
描
写
の
特
徴
や

印
象
派
絵
画
の
影
響
な
ど
が
触
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
日
常
の
出
来

事

―
プ
ル
ー
ス
ト
的
な
夢
や
印
象
派
絵
画
の
購
入
な
ど

―
か
ら

語
り
起
こ
す
の
が
特
徴
で
、
プ
ル
ー
ス
ト
を
論
じ
る
と
い
う
よ
り
、

プ
ル
ー
ス
ト
を
読
み
進
め
影
響
を
受
け
て
い
く
一
人
の
作
家
の
経
験

の
総
体
が
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
に
、
文
壇

で
の
方
法
論
議
に
対
す
る
差
異
化
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。

だ
が
、
紹
介
さ
れ
る
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
以
上
に
堀
の
プ
ル
ー
ス

ト
体
験
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
は
、
論
述
の
合
間
に
差
し
挟
ま
れ
る

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
引
用
で
あ
る︶

₂₃
︵

。
そ
こ
に
は
プ
ル
ー
ス

ト
の
原
文
を
一
語
一
語
日
本
語
に
置
き
換
え
て
い
く
、
翻
訳
行
為
と

い
う
堀
の
経
験
が
刻
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
注
目
し
た
い

の
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
長
大
な
文
章

―
主
文
か
ら
関
係
詞
節
が
派

生
し
て
複
雑
化
し
て
い
く
独
特
の
長
文

―
を
堀
が
ど
の
よ
う
に
訳

し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る︶

₂₄
︵

。

私
は
私
の
叔
母
さ
ん
に
お
早
う
を
云
ひ
に
そ
の
部
屋
へ
這
入
る

前
に
、
私
は
ち
よ
つ
と
次
の
部
屋
で
待
た
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た

が
、そ
こ
に
は
す
で
に
二
個
の
煉
瓦
の
間
に
火
が
熾
さ
れ
て
ゐ
、

そ
の
火
の
前
に
は
ま
だ
冬
ら
し
い
日
射
し
が
温
ま
り
に
這
ひ
よ

つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
部
屋
中
に
煤
煙
の
に
ほ
ひ
が
こ

び
り
つ
い
て
ゐ
た
。
ま
る
で
、
田
舎
に
よ
く
あ
る
大
き
な
竈
口

と
か
、
古
い
館
の
煖
炉
の
枠
な
ど
の
や
う
に
。（
さ
う
云
つ
た
も

の
の
下
で
は
、
人
々
は
冬
籠
り
の
面
白
さ
を
増
さ
す
た
め
に
、
戸
外
に
、

雪
で
も
、
雨
で
も
、
は
た
ま
た
大
洪
水
の
や
う
な
災
害
で
も
い
い
か
ら

起
る
こ
と
を
願
ふ
も
の
だ
が
︰
︰
）（﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂（
Ⅲ
））

avant que je̓ntrasse souhaiter le bonjour à m
a tante, on 

m
e faisait attendre un instant dans la prem

ière pièce où 

le soleil, d
h̓iver encore, était venu se m

ettre au chaud 

devant le feu, déjà allum
é entre les deux briques et qui 

badigeonnait toute la cham
bre d

u̓ne odeur de suie, en 

faisait com
m

e un de ces grands « devants de four » de 

cam
pagne, ou de ces m

anteaux de ch
em

inée de 

châteaux, sous lesquels on souhaite que se déclarent 

dehors la pluie, la neige, m
êm

e quelque catastrophe 

diluvienne pour ajouter au confort de la réclusion la 

poésie de lh̓ivernage ; D
u côté de chez Sw

ann I
引
用
部
は
、
主
人
公
の
幼
年
時
代
を
回
想
し
た
第
一
篇
﹁
ス
ワ
ン

家
の
方
へ
﹂
第
一
部
の
一
節
で
、
主
人
公
の
叔
母
レ
オ
ニ
ー
の
家
の

一
室
の
独
特
の
空
気
感
を
描
写
し
た
箇
所
で
あ
る
。
原
文
は
、
主
文 
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“on m
e faisait attendre”

（
私
は
待
た
さ
れ
た
）
か
ら
、 “où”, “qui”,  

“que” 

が
導
く
関
係
詞
節
が
派
生
し
、
人
物
の
行
為
、
場
面
の
描
写
、

具
体
的
情
景
を
離
れ
た
一
般
論
が
、
分
節
さ
れ
な
い
ま
ま
一
文
の
う

ち
で
次
々
と
展
開
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
文
構
造
は
、
話
者
の
想

起
に
寄
り
添
う
よ
う
に
出
来
事
を
綴
る
同
作
の
叙
述
形
式
と
対
応
し

て
い
る
。

堀
の
訳
文
は
単
語
や
構
文
の
上
で
の
誤
訳
が
多
く
流
麗
で
は
な
い

が
、
人
称
代
名
詞
の
煩
瑣
な
訳
出
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
原
文
独
特

の
文
構
造
を
反
映
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
窺
え
る
。最
初
の
一
文
は
、

﹁
待
た
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
が
﹂
と
接
続
助
詞
の
﹁
が
﹂
を
用
い
、﹁
火

が
熾
さ
れ
て
ゐ
﹂
と
連
用
中
止
法
で
文
を
接
続
し
、
文
頭
か
ら
意
味

の
塊
ご
と
に
訳
し
下
ろ
し
て
い
る
。
ま
た
﹁
そ
こ
﹂、﹁
そ
の
火
﹂、﹁
さ

う
云
つ
た
﹂
と
指
示
語
を
用
い
、
原
文
の
関
係
詞
節
を
逐
一
訳
文
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。
傍
線
部
、 “com

m
e” 

（
～
の
よ
う
に
）
が
導
く
比

喩
の
節
を
、﹁
ま
る
で
～
の
や
う
に
﹂
と
独
立
し
た
一
文
と
し
て
訳
出

す
る
の
も
、
原
文
の
意
味
作
用
の
流
れ
を
阻
害
し
な
い
た
め
の
処
理

で
あ
る
。
こ
う
し
た
訳
し
方
は
、
淀
野
隆
三
・
佐
藤
正
彰
ら
の
先
行

訳
に
も
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、佐
藤
が
プ
ル
ー
ス
ト﹁
独

自
の
文
体
﹂
を
再
現
し
﹁
プ
ル
ー
ス
ト
の
魅
力
﹂
の
伝
達
を
目
指
し

た
と
振
り
返
る
そ
の
姿
勢
と︶

₂₅
︵

、
堀
の
翻
訳
の
志
向
は
微
妙
に
異
な
る

も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
二
重
傍
線
部
、
淀
野
ら
の
訳
で
は
﹁
雨
や
雪
や
あ
る
ひ

は
大
洪
水
の
や
う
な
災
難
さ
へ
﹂
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
堀
は

﹁
雪
で
も
、
雨
で
も
、
は
た
ま
た
大
洪
水
の
や
う
な
災
害
で
も
﹂
と

名
詞
の
反
復
的
並
列
を
強
調
す
る
形
で
訳
す
。﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂

の
堀
の
訳
文
に
は
、
こ
の
よ
う
に
同
一
品
詞
の
反
復
的
並
列
を
強
調

し
て
訳
す
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る︶

₂₆
︵

。
ま
た
こ
の
箇
所
を
含
む
波
線

部
は
、
全
体
が
原
文
に
な
い
丸
括
弧
で
括
ら
れ
、
話
者
に
よ
る
註
釈

的
な
挿
入
句
と
し
て
他
の
部
分
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
丸

括
弧
の
用
法
は
佐
藤
・
淀
野
ら
の
翻
訳
に
も
見
出
せ
る
が
、
堀
は
そ

の
適
用
箇
所
を
先
行
訳
と
ず
ら
し
、
あ
る
い
は
範
囲
を
大
き
く
拡
張

し
て
い
る
。
避
暑
地
バ
ル
ベ
ッ
ク
の
ホ
テ
ル
の
食
卓
上
を
描
写
し
た

次
の
一
節
を
見
て
み
よ
う
。

︰
︰
ま
だ
横
に
置
か
れ
て
あ
る
ナ
イ
フ
の
で
こ
ぼ
こ
な
面お
も
て

、

日
光
が
そ
の
上
に
黄
い
ろ
い
天
鵞
絨
を
張
り
つ
け
て
ゐ
る
放
り

出
さ
れ
た
ナ
フ
キ
ン
の
ふ
く
ら
ん
だ
突
起
、
そ
の
形
の
気
高
い

円
味
を
か
く
も
美
し
く
見
せ
て
ゐ
る
半
分
空か

ら虚
に
な
つ
た
コ
ツ

プ
（
そ
の
厚
い
ガ
ラ
ス
の
底
の
透
明
な
こ
と
は
ま
る
で
日
光
を
凍
ら
し

で
も
し
た
や
う
だ
）
薄
暗
い
な
り
に
照あ
か
り明

で
き
ら
き
ら
し
て
ゐ

る
葡
萄
酒
の
残
り
、
固
体
の
移
動
、
照
明
の
た
め
の
液
体
の
変

化
、
半
分
減
つ
た
果
物
皿
の
中
で
緑
か
ら
青
へ
、
そ
れ
か
ら
ま

た
、
青
か
ら
金
へ
と
移
る
李す
も
もの
変
化
、
卓
の
上
に
拡
げ
ら
れ
た
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布
の
ま
は
り
に
日
に
二
回
は
坐
り
に
や
つ
て
く
る
年
老
ひ
た
椅

子
た
ち
、（
そ
の
卓
の
上
で
は
牡
蠣
の
貝
殻
の
な
か
に
、
小
さ
な
石
の

聖
水
盤
の
な
か
に
の
や
う
に
、
数
滴
の
水
が
残
つ
て
ゐ
る
）（﹁
プ
ル
ウ

ス
ト
雑
記
﹂
Ⅱ
）

le geste interrom
pu des couteaux encore de travers, la 

rondeur bom
bée dʼune serviette défaite où le soleil 

intercale un m
orceau de velours jaune, le verre à dem

i 

vidé qui m
ontre m

ieux ainsi le noble évasem
ent de ses 

form
es, et au fond de son vitrage translucide et pareil à 

une condensation du jour, un reste de vin som
bre, m

ais 

scintillant de lum
ières, le déplacem

ent des volum
es, la 

transm
utation des liquides par lé̓clairage, la̓ltération 

des prunes qui passent du vert au bleu et du bleu à lo̓r 

dans le com
potier déja à dem

i dépouillé, la prom
enade 

des chaises vieillottes qui deux fois par jour viennent sʼ
installer autour de la nappe dressée sur la table ainsi 

que sur un autel où sont célébrées les fêtes de la 

gourm
andise, et sur laquelle au fond des h

uîtres 

quelques gouttes d
e̓au lustrale restent com

m
e dans de 

petits bénitiers de pierre ; A
 lo̓m

bre des jeunes filles en 

fleurs II

二
重
傍
線
部
、
堀
が
丸
括
弧
で
括
っ
た
箇
所
は
、
原
文
で
は
一
連

の
事
物
の
描
写
の
一
部
で
、話
者
に
よ
る
挿
入
句
に
は
当
た
ら
な
い
。

そ
れ
が
堀
の
訳
文
で
は
丸
括
弧
が
付
さ
れ
、
事
物
の
描
写
が
話
者
の

主
観
的
な
挿
入
句
に
収
斂
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ほ
と
ん

ど
誤
訳
に
近
い
も
の
だ
が
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
堀
は
こ
う
し
た
処

理
を
あ
え
て
行
っ
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
堀
の
翻
訳
に
は
原
文
の
文

体
を
忠
実
に
再
現
す
る
と
い
う
よ
り
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
文
体
の
特
徴

を
探
り
出
し
、
そ
れ
を
訳
文
に
お
い
て
時
に
誇
張
・
強
調
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
引
用
部
の
そ
れ
以
外
の
箇
所
の
訳
し
方
に
も
よ
く

表
れ
て
い
る
。
右
の
引
用
部
は
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂（
Ⅱ
）
に
先

立
ち
エ
ッ
セ
イ
﹁
日
付
の
な
い
日
記
﹂（﹁
帝
国
大
学
新
聞
﹂
昭
7
・
5

・
2
）
で
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
堀
が
早
く
か
ら
注
目
し
て
い
た
箇

所
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
両
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
堀
は
引
用
部
に
印
象

派
絵
画
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
光
の
中
で
事
物
の

色
彩
を
描
き
出
す
引
用
部
の
描
法
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
愛
好
し
た
印

象
派
絵
画
を
連
想
さ
せ
る
。
実
際
、
引
用
部
は
印
象
派
の
先
駆
者
と

さ
れ
る
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
絵
画
﹁
食
器
棚
﹂（1728

）
に
基
づ
く
描
写

な
の
で
あ
る︶

₂₇
︵

。

プ
ル
ー
ス
ト
の
原
文
は
、
名
詞
と
長
い
形
容
詞
句
の
組
み
合
わ
せ

を
並
列
し
た
特
徴
的
な
構
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
堀
は
こ
れ
を
、
名
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詞
と
形
容
詞
句
の
順
序
を
入
れ
替
え
た
形
で
訳
し
て
い
る
。
堀
が
こ

の
箇
所
の
構
文
を
意
識
し
て
訳
し
て
い
る
こ
と
は
、
傍
線
部
と
波
線

部
、“la transm

utation des liquides par lé̓clairage”

と“la̓ltération 
des prunes qui passent du vert au bleu et du bleu à lo̓r”

を
、

﹁
照
明
の
た
め
の
液
体
の
変
化

0

0

﹂、﹁
緑
か
ら
青
へ
、
そ
れ
か
ら
ま
た
、

青
か
ら
金
へ
と
移
る
李
の
変
化

0

0

﹂
と
訳
し
、“transm

utation” 

と

“altération” 

と
い
う
異
な
る
単
語
を
、
同
じ
く
﹁
変
化
﹂
と
訳
し

て
反
復
感
を
際
立
た
せ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
形
容
詞
句

が
後
置
さ
れ
る
原
文
と
は
異
な
り
、
堀
の
訳
文
で
は
重
い
形
容
詞
句

を
最
後
に
受
け
る
名
詞
の
反
復
感
が
強
調
さ
れ
る
。
事
物
の
与
え
る

印
象
を
等
し
い
資
格
で
羅
列
し
て
い
く
こ
の
訳
文
の
文
体
は
、
プ
ル

ー
ス
ト
の
原
文
と
は
別
の
形
で︶

₂₈
︵

、
日
常
の
事
物
の
印
象
を
点
描
し
た

印
象
派
の
筆
触
に
接
近
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
堀
は
プ
ル
ー

ス
ト
の
絵
画
的
な
描
写
を
、
こ
う
し
た
文
体
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
興
味
深
い
こ
と
に
、﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂
の
堀
の
訳
文
に
見
ら
れ

る
文
体
は
、
同
時
期
の
堀
の
作
品
の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
。
印
象
派

へ
の
言
及
を
含
む
﹁
日
付
の
な
い
日
記
﹂
の
掲
載
と
同
月
に
、
短
篇

小
説
﹁
馬
車
を
待
つ
間
﹂（﹁
新
潮
﹂
昭
7
・
5
）
が
発
表
さ
れ
た
。
一

人
の
男
の
旅
行
を
紀
行
文
風
に
描
い
た
同
作
の
前
半
部
で
、
乗
合
馬

車
に
乗
る
主
人
公
の
﹁
私
﹂
の
視
界
に
は
、
次
の
よ
う
な
光
景
が
飛

び
込
ん
で
く
る
。

あ
た
り
の
風
景
は
だ
ん
だ
ん
セ
ピ
ア
色
を
帯
び
て
来
る
。
畑
の

中
で
夕
日
の
最
後
の
光
ら
し
い
の
を
受
け
て
一
瞬
間
金
色
に
ひ

か
る
蜜
柑
を
手
に
し
て
ゐ
る
子
供
等
、
蟹
の
や
う
な
恰
好
を
し

て
片
手
に
籠
を
か
か
へ
な
が
ら
草
を
摘
ん
で
ゐ
る
娘
等
、
馬
車

の
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
ゐ
る
私
に
向
つ
て
何
か
を
合
図
し
よ
う

と
す
る
か
の
や
う
に
は
げ
し
い
身
振
り
を
し
て
ゐ
る
大
き
な
樹

木
等
、

―
か
う
云
ふ
や
う
な
風
物
を
今
私
は
生
れ
て
初
め
て

見
る
の
に
は
ち
が
ひ
な
い
が
、
な
ん
だ
か
今
ま
で
に
も
こ
れ
と

そ
つ
く
り
同
じ
風
景
を
何
処
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
や
う
な
気

が
し
て
な
ら
ぬ
。
私
は
こ
れ
と
そ
つ
く
り
同
じ
風
景
を
誰
か
の

絵
で
で
も
見
た
の
か
知
ら
。

﹁
夕
日
の
最
後
の
光
﹂
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
農
村
の
﹁
風
景
﹂

が
﹁
絵
﹂
の
中
の
光
景
に
類
比
さ
れ
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
自

然
の
風
物
を
移
ろ
う
光
の
中
で
捉
え
た
こ
の
﹁
風
景
﹂
は
、﹁
日
付
の

な
い
日
記
﹂
で
も
言
及
さ
れ
る
印
象
派
の
絵
画
を
思
わ
せ
る
。
注
目

し
た
い
の
は
、
そ
れ
が
形
容
詞
句
と
名
詞
を
組
み
合
わ
せ
た
特
異
な

長
文
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

走
る
馬
車
の
窓
外
に
現
れ
て
は
消
え
て
い
く
事
物
は
、波
線
部﹁
子
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供
等
﹂、﹁
娘
等
﹂、﹁
樹
木
等
﹂と
名
詞
一
語
で
指
示
さ
れ
並
列
さ
れ
る
。

個
々
の
名
詞
に
は
傍
線
部
の
よ
う
な
長
大
な
形
容
詞
句
が
か
か
り
、

﹁
私
﹂
が
馬
車
の
中
か
ら
捉
え
る
事
物
の
印
象
が
細
か
く
綴
ら
れ
て

い
く
。小
久
保
実
は
引
用
部
を
取
り
上
げ
、﹁
淀
野
隆
三
氏
他
訳
の﹁
ス

ワ
ン
家
の
方
﹂
に
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う︶

₂₉
︵

﹂
と
述
べ
て
い
る
が
、

む
し
ろ
こ
れ
は
﹁
日
付
の
な
い
日
記
﹂
や
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂（
Ⅱ
）

に
お
い
て
、堀
の
訳
文
の
中
に
見
出
さ
れ
る
文
体
で
あ
る
。
堀
は﹁
馬

車
を
待
つ
間
﹂
に
お
い
て
、
窓
外
を
過
ぎ
去
る
風
景
の
一
連
の
印
象

の
継
起
を
、
長
い
形
容
詞
句
と
名
詞
を
反
復
的
に
羅
列
す
る
形
で
書

き
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
の
文
体
は
、
作
中
に
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
言
及
を
含
む
短
篇
小

説
﹁
旅
の
絵
﹂（﹁
新
潮
﹂
昭
8
・
9
）
冒
頭
部
に
も
見
ら
れ
る
。﹁
見

た
こ
と
も
な
い
や
う
な
大
き
な
鏡
ば
か
り
の
衣
裳
戸
棚
、
剥
げ
ち
よ

ろ
の
鏡
台
、
じ
ゆ
く
じ
ゆ
く
音
を
立
て
て
ゐ
る
ス
テ
イ
ム
、
小
さ
な

ナ
イ
ト
・
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
皺
く
ち
や
に
な
つ
て
載
つ
て
ゐ
る
私
の

ふ
だ
ん
吸
つ
た
こ
と
の
な
い
カ
メ
リ
ヤ
の
袋
（
私
は
そ
れ
を
何
処
の
停

車
場
で
買
つ
た
の
だ
か
思
ひ
出
せ
な
い
）、
そ
れ
か
ら
枕
も
と
に
投
げ
出

さ
れ
た
私
の
で
な
い
ハ
イ
ネ
の
薄
つ
ぺ
ら
な
詩
集
﹂と
い
う
よ
う
に
、

旅
先
の
神
戸
の
ホ
テ
ル
で
目
覚
め
た
主
人
公
の
眼
に
映
る
事
物
が
羅

列
的
に
描
写
さ
れ
て
い
く
。
主
人
公
が
旅
先
の
見
慣
れ
ぬ
事
物
を
一

つ
一
つ
認
識
し
て
い
く
過
程
が
、
や
は
り
長
い
形
容
詞
句
を
名
詞
で

受
け
て
並
列
す
る
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

堀
辰
雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
体
験
は
、
昭
和
八
・
九
年
の
連
作
『
美
し

い
村
』
を
そ
の
頂
点
と
す
る
形
で
論
じ
ら
れ
る
が
、
同
作
に
次
の
よ

う
な
一
節
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

︰
︰
だ
ん
だ
ん
そ
の
別
荘
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
私
は
ま
す
ま
す

心
臓
を
し
め
つ
け
ら
れ
る
や
う
な
苦
し
さ
を
覚
え
出
し
た
が
、

さ
て
い
よ
い
よ
そ
の
真
白
な
柵
の
あ
る
別
荘
が
私
た
ち
の
前
に

見
え
出
し
た
時
は
、明
り
の
一
ぱ
い
に
落
ち
た
芝
生
の
向
う
の
、

す
つ
か
り
開
け
放
し
た
窓
の
な
か
に
、
私
に
見
覚
え
の
あ
る
大

き
な
円
卓
子
の
一
部
が
見
え
、
人
々
が
食
事
か
ら
立
ち
去
つ
て

か
ら
ま
だ
間
も
な
い
と
い
つ
た
風
に
丸
め
ら
れ
た
ナ
フ
キ
ン
だ

の
、
果
物
の
皮
の
載
っ
た
皿
だ
の
、
か
ら
っ
ぽ
の
珈
琲
茶
碗
だ

の
が
、
ま
だ
片
づ
け
ら
れ
ず
に
散
ら
か
つ
た
ま
ゝ
、
ま
ぶ
し
い

く
ら
ゐ
電
灯
を
あ
び
て
き
ら
き
ら
と
光
つ
て
ゐ
る
の
を
私
は
自

分
で
も
意
外
な
く
ら
ゐ
な
冷
静
さ
で
も
つ
て
認
め
る
こ
と
が
出

来
た
。（『
美
し
い
村
』）

引
用
部
は
、
高
原
の
﹁
別
荘
﹂
に
滞
在
す
る
あ
る
一
家
の
存
在
感

を
、
食
後
の
﹁
大
き
な
円
卓
子
﹂
の
上
の
事
物
に
よ
っ
て
暗
示
し
た

箇
所
で
あ
る
。
波
線
部
﹁
ナ
フ
キ
ン
﹂
や
﹁
皿
﹂
や
﹁
珈
琲
茶
碗
﹂

と
い
っ
た
事
物
は﹁
ま
ぶ
し
い
く
ら
電
灯
を
あ
び
て
き
ら
き
ら
と
光
﹂

り
、
プ
ル
ー
ス
ト
が
卓
上
の
什
器
を
光
の
中
で
描
き
出
し
た
あ
の
一
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節
を
連
想
さ
せ
る
。
主
人
公
の
﹁
私
﹂
は
か
つ
て
親
密
に
交
際
し
て

い
た
こ
の
一
家
と
の
間
に
確
執
を
抱
え
、
そ
の
こ
と
に
心
を
脅
か
さ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
過
去
の
外
傷
的
な
経
験
の
回
帰
と
、
そ
の
過

去
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
自
己
の
発
見
の
過
程
が
、
事
物
の
印
象
を

点
描
的
に
並
列
す
る
文
体
に
よ
っ
て
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。『

美
し
い
村
』
は
、﹁
馬
車
を
待
つ
間
﹂
や
﹁
旅
の
絵
﹂
と
は
異
な
り
、

全
篇
に
こ
う
し
た
文
体
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。﹁
私
﹂
が
滞
在
す
る
高
原
の
村
の
美
し
さ
は
、﹁
私
﹂
の
認
識
に

飛
び
込
ん
で
く
る
村
の
風
物
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
る
。
異
な
る
季

節
や
天
候
の
も
と
で
、
極
め
て
多
彩
な
木
々
や
花
々
、
昆
虫
や
小
動

物
の
様
子
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
﹁
私
﹂
を
含
む
村
の
人
々
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
織
り
込
ま
れ
る
形
で
イ
メ
ー
ジ
が
凝
集
さ
れ
て
い
く
。
こ
の

よ
う
な
﹁
美
し
い
村
﹂
の
時
空
を
作
り
上
げ
る
の
が
、
事
物
の
与
え

る
印
象
を
書
き
と
め
る
、
点
描
法
的
な
堀
の
文
体
で
あ
る
。
従
来
、

無
意
志
的
記
憶
や
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
細
部
の
モ
チ
ー
フ
と

の
類
似
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
同
作
は
、
こ
う
し
た
文
体
的
な
試

み
の
集
成
と
い
う
意
味
で
こ
そ
、
堀
の
プ
ル
ー
ス
ト
体
験
の
総
決
算

と
言
う
べ
き
作
品
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

堀
辰
雄
の
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂
と
同
じ
頃
、
伊
藤
整
編
集
の
季

刊
同
人
誌
﹁
新
文
学
研
究
﹂
の
特
集
号
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
研
究
﹂（
昭

7
・
9
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
海
外
の
プ
ル
ー
ス
ト
論
の
翻
訳
を
中
心

に
構
成
さ
れ
た
同
号
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
初
の
雑
誌
特
集
号

と
な
っ
た
。
次
い
で
、
昭
和
八
年
十
一
月
刊
行
の
『
岩
波
講
座 

世

界
文
学 

近
代
作
家
論
』（
岩
波
書
店
）
に
、
佐
藤
正
彰
が
﹁
プ
ル
ウ

ス
ト
﹂
を
執
筆
、
昭
和
九
年
二
月
号
の
﹁
文
芸
﹂
の
小
特
集
﹁
マ
ル

セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
﹂
に
、
生
島
遼
一
が
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
の
人
間
喜

劇
﹂
を
、
伊
吹
武
彦
が
﹁
プ
ル
ー
ス
ト
釈
義
﹂
を
執
筆
し
た
。
い
ず

れ
も
プ
ル
ー
ス
ト
に
つ
い
て
の
基
本
情
報
を
提
示
す
る
内
容
で
、
以

後
の
プ
ル
ー
ス
ト
は
学
術
的
な
研
究
対
象
へ
移
行
し
て
い
く
。
堀
辰

雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
へ
の
取
り
組
み
方
は
、
文
壇
で
の
流
行
現
象
と
も

こ
う
し
た
学
術
的
な
研
究
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
堀
は
プ
ル

ー
ス
ト
の
原
文
を
翻
訳
し
、
翻
訳
を
通
じ
て
事
物
の
印
象
を
点
描
す

る
文
体
を
作
り
出
し
た
。

堀
は
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
覚
書
﹂（﹁
新
潮
﹂
昭
8
・
5
）
の
中
の
『
失
わ

れ
た
時
を
求
め
て
』
訳
文
に
付
し
た
自
注
の
中
で
、﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
の

な
げ
や
り
な
混
雑
し
た
文
体
は
私
の
簡
潔
な
文
体
へ
の
好
み
を
困
ら

せ
る
﹂
と
述
べ
つ
つ
、﹁
さ
う
云
ふ
忠
実
な
混
乱

0

0

0

0

0

を
欲
し
い
﹂
と
記
し
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て
い
た
。
こ
こ
で
堀
が
い
う
﹁
文
体
﹂
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
原
文
の

中
に
あ
ら
か
じ
め
存
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
、
翻
訳
の
過
程
を
通
し

て
初
め
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂
と

同
時
期
の
小
説
群
を
検
討
す
る
と
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
文
章
の
翻
訳
を

通
し
、『
美
し
い
村
』
に
結
実
す
る
一
つ
の
文
体
が
作
り
出
さ
れ
る
過

程
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

︻
注
︼

（
1
）﹁
新
心
理
主
義
﹂
と
い
う
文
学
史
用
語
の
定
着
過
程
に
つ
い
て
は
、
曽

根
博
義
﹁
新
心
理
主
義
研
究
序
説
﹂（
一
）
～
（
五
）（﹁
評
言
と
構
想
﹂

昭
50
・
6
～
56
・
6
）
を
参
照
。

（
2
）
小
林
秀
雄
﹁
心
理
小
説
﹂（﹁
文
芸
春
秋
﹂
昭
6
・
3
）、河
上
徹
太
郎
﹁
心

理
主
義
に
つ
い
て
の
一
私
見
﹂（﹁
作
品
﹂
昭
7
・
3
）
な
ど
。

（
3
）
安
藤
宏
﹁
小
説
の
新
世
代
﹂（『
岩
波
講
座 

日
本
文
学
史
』
第
十
三
巻
、

岩
波
書
店
、
平
8
）。

（
4
）
竹
内
清
己
は
こ
う
し
た
影
響
の
端
緒
を
﹁
本
所
﹂（﹁
時
事
新
報
﹂
昭

6
・
3
・
21
～
27
）
に
見
出
す
（﹁
堀
辰
雄
に
お
け
る
西
欧
文
学
―
プ

ル
ー
ス
ト
受
容
―
﹂、﹁
文
学
論
藻
﹂
平
18
・
2
）。
森
脇
善
明
﹁
堀
辰

雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
と
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
覚
書
﹂（『
論
集
・

堀
辰
雄
』
小
久
保
実
編
、
風
信
社
、
昭
60
）
が
﹁
麦
藁
帽
子
﹂（﹁
日

本
国
民
﹂
昭
7
・
9
）
に
、松
田
嘉
子
﹁
堀
辰
雄
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
（
前

編
）
―
比
較
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
―
﹂（﹁
キ
リ
ス
ト
教
文
学
﹂
平
1

・
7
）
が
﹁
恢
復
期
﹂（﹁
改
造
﹂
昭
6
・
12
）
や
﹁
燃
ゆ
る
頬
﹂（﹁
文

芸
春
秋
﹂
昭
7
・
1
）
に
同
様
の
影
響
を
指
摘
し
た
。
同
時
期
の
小

品
﹁
花
売
り
娘
﹂（﹁
婦
人
画
報
﹂
昭
7
・
3
）
に
も
こ
う
し
た
モ
チ

ー
フ
が
見
出
さ
れ
る
。

（
5
）
朝
日
新
聞
社
の
海
外
特
派
員
、重
徳
泗
水
の
『
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
』（
大

阪
屋
号
書
店
、
大
10
）
以
下
の
紹
介
、
仏
文
学
者
小
川
泰
一
の
﹁
マ

ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
﹂（﹁
仏
蘭
西
文
学
研
究
﹂
大
15
・
10
）
以
下

の
論
文
な
ど
。
つ
と
に
井
上
究
一
郎
﹁
山
茶
花
﹂（﹁
作
品
﹂
昭
8
・

1
）
が
重
徳
に
言
及
し
て
い
る
。

（
6
）
大
野
俊
一
﹁
神
西
清
と
堀
辰
雄
﹂（﹁
新
潮
﹂
昭
34
・
2
）。

（
7
）
そ
れ
ぞ
れ
原
典
は
以
下
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。﹁
仏
蘭
西
の
文
学
﹂

の
原
典
は
未
詳
。

B
ernard Faÿ, « M

arcel Proust, inventeur de plaisirs », dans 

Panoram
a de la littérature contem

poraine, Paris, K
ra, 1925.

M
arcel Proust, « Les regrets, rêveries couleur du tem

ps V, 

X
III, X

X
IV

» Les plaisirs et les jours, Paris, G
allim

ard, 1924.

M
alcolm

 C
ow

ley,“A
 M

onum
ent to Proust”, D

ial, M
arch 1923.

Jean C
octeau, « La voix de M

arcel Proust », La N
ouvelle R

evue 

Française, janvier 1923.



－143－

（
8
）
神
西
清
﹁
編
輯
後
記
﹂（﹁
リ
ベ
ル
テ
﹂
昭
7
・
11
）
に
、﹁
僕
が
は
じ

め
て
プ
ル
ウ
ス
ト
の
名
を
知
つ
た
の
は
一
九
二
七
年
の
夏
の
こ
と
で
、

随
分
遅
か
つ
た
の
で
す
。
そ
の
二
年
前
に
巴
里
で
出
版
さ
れ
た
ベ
ル

ナ
ア
ル
・
フ
ア
イ
の
﹁
パ
ノ
ラ
マ
﹂
を
偶
然
手
に
入
れ
、
そ
の
中
に

あ
る
﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
、
快
楽
の
発
明
者
﹂
と
い
ふ
章
を

一
読
し
た
の
が
、
そ
も
そ
も
病
気
の
起
り
で
し
た
﹂
と
あ
る
。

（
9
）
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
、堀
辰
雄
文
庫
の
﹁
ス
ワ
ン
家
の
方
へ
﹂
Ⅰ
（
第

八
十
四
刷
）D

u côté de chez Sw
ann I, Paris, G

allim
ard, 1926.

に

は
、“R

.JIN
ZA

I”

（
神
西
礼
吉
）
の
蔵
書
票
が
付
さ
れ
、
表
紙
見
返
し

に“C
om

m
encé à lire : le 18, novem

bre, 1927”

（
一
九
二
七
年
十

一
月
に
読
み
始
め
る
）
と
あ
る
。
同
書
に
は
堀
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
書
き
込
み
と
は
別
に
、
単
語
の
意
味
が
細
字
で
十
九
頁
ま
で
書
き

込
ま
れ
て
お
り
、
神
西
の
初
読
の
跡
と
推
定
さ
れ
る
。

（
10
）
こ
う
し
た
昭
和
初
年
代
の
﹁
虹
﹂
同
人
の
プ
ル
ー
ス
ト
受
容
は
、
後

年
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
精
神
』（
大

野
俊
一
訳
、
生
活
社
、
昭
19
）
に
結
実
す
る
。
同
書
は
ク
ル
テ
ィ
ウ

ス
の
著
名
な
プ
ル
ー
ス
ト
論
を
含
み
、
大
野
が
昭
和
十
八
年
八
月
の

出
征
に
先
立
ち
託
し
た
訳
稿
を
竹
山
道
雄
が
校
正
・
あ
と
が
き
を
担

当
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
11
）
堀
が
編
集
を
主
に
担
当
し
、
深
田
久
弥
と
大
野
俊
一
が
校
正
を
手
伝

っ
た
と
い
う（
福
田
清
人﹁
長
谷
川
さ
ん
と
第
一
書
房
の
思
い
出
﹂、『
第

一
書
房 

長
谷
川
巳
之
吉
』
林
達
夫
・
福
田
清
人
・
布
川
角
左
衛
門
編

著
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
昭
59
）。

（
12
）『
堀
辰
雄
全
集
』
第
八
巻
（
筑
摩
書
房
、平
9
）。
同
書
簡
で
堀
は
﹁﹁
文

学
﹂
で
プ
ル
ウ
ス
ト
を
本
格
的
に
紹
介
し
た
い
と
思
ふ
故
、
い
ろ
い

ろ
君
に
忠
告
し
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
﹂
と
も
記
し
て
い
る
。
淀
野
隆

三
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
翻
訳
の
掲
載
の
依
頼
は
編
集
同
人
の
犬
養
健

か
ら
﹁
堀
辰
雄
君
か
永
井
龍
男
君
か
を
通
し
て
﹂
あ
り
、﹁
両
君
と
一

緒
に
犬
養
氏
に
会
つ
て
、
掲
載
の
こ
と
を
相
談
し
た
﹂
と
い
う
（﹁
そ

の
頃
の
思
ひ
出
﹂、『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
月
報
Ⅱ
、
新
潮
社
、
昭

28
）。

（
13
）
第
一
篇
﹁
ス
ワ
ン
家
の
方
﹂
の
連
載
は
﹁
作
品
﹂
誌
上
（
昭
6
・
9

～
昭
8
・
2
）
で
引
き
継
が
れ
、第
二
部
が
『
ス
ワ
ン
の
恋
』（
作
品
社
、

昭
8
）
と
し
て
、
第
三
部
が
『
土
地
の
名
』（
作
品
社
、
昭
9
）
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
。
第
二
篇
﹁
花
咲
け
る
少
女
の
蔭
に
﹂
は
﹁
作
品
﹂

誌
上
（
昭
8
・
3
～
昭
9
・
10
）、﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
研
究
﹂
誌
上
（
昭
9

・
7
～
12
）
で
第
一
部
の
半
ば
ま
で
翻
訳
さ
れ
た
。
さ
ら
に
井
上
究

一
郎
が
諸
篇
の
訳
を
複
数
の
雑
誌
に
発
表
し
、
訳
選
集
『
心
の
間
歇
』

（
弘
文
堂
書
房
、
昭
15
）
を
刊
行
し
た
。﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
研
究
﹂
誌
に

執
筆
者
と
し
て
名
を
連
ね
た
仏
文
学
者
を
中
心
に
、
戦
後
、
初
の
完

訳
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』（
新
潮
社
、昭
28
～
30
）
が
刊
行
さ
れ
る
。

（
14
）﹁
文
学
﹂
誌
上
の
連
載
は
第
一
篇
﹁
ス
ワ
ン
家
の
方
へ
﹂
の
第
一
部
﹁
コ
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ン
ブ
レ
ー
﹂
の
﹁
Ⅰ
﹂
ま
で
で
終
わ
っ
て
お
り
、
単
行
本
は
﹁
Ⅱ
﹂

の
全
体
を
増
補
す
る
形
で
刊
行
さ
れ
た
。

（
15
）
中
村
光
夫
﹁
む
か
し
の
﹁
作
品
﹂﹂（『﹁
作
品
﹂
復
刻
版 

解
説
・
執
筆

者
索
引
』
日
本
近
代
文
学
館
、
昭
56
）。

（
16
）
例
外
と
し
て
、
神
西
清
訳
の
ミ
ド
ル
ト
ン
の
マ
リ
ー
﹁
プ
ル
ウ
ス
ト

と
近
代
意
識
﹂（﹁
詩
と
詩
論
﹂
昭
6
・
9
）
が
あ
る
。

（
17
）
神
西
清
宛
書
簡
（
昭
6
・
2
・
23
）、
葛
巻
義
敏
宛
書
簡(

昭
6
・
4
・

16
）
な
ど
。
渡
部
麻
実
﹁
堀
辰
雄
︿
プ
ル
ー
ス
ト
に
関
す
る
ノ
ー
ト
﹀﹂

（﹁
昭
和
文
学
研
究
﹂
平
14
・
3
）
の
調
査
を
踏
ま
え
、
禹
朋
子
は
こ

の
時
期
に
堀
が
入
手
し
て
い
た
の
は
、
少
な
く
と
も
二
分
冊
の
﹁
花

咲
く
乙
女
た
ち
の
か
げ
に
﹂の
第
二
冊
、﹁
ゲ
ル
マ
ン
ト
の
方
﹂Ⅱ
と﹁
ソ

ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
﹂
Ⅰ
の
合
冊
、﹁
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
﹂
Ⅱ
の
三
冊
だ
と

推
定
す
る
（﹁
プ
ル
ー
ス
ト
と
堀
辰
雄
―
﹁
燃
ゆ
る
頬
﹂
の
主
題
を
め

ぐ
っ
て
―
﹂（﹁
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
﹂平
16
・
12
）。
堀
辰
雄﹁
二

月
の
作
品
﹂（﹁
作
品
﹂
昭
7
・
3
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
借
り
た
書

物
を
堀
は
後
に
神
西
か
ら
ま
と
め
て
譲
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）
以
下
、訳
文
の
分
析
に
際
し
て
は
、改
稿
﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
﹂

を
対
象
と
す
る
。

（
19
）
神
西
清
﹁
プ
ル
ウ
ス
テ
イ
ア
ナ
﹂（﹁
リ
ベ
ル
テ
﹂
昭
7
・
11
）、﹁
四
肢

の
切
断
﹂（﹁
リ
ベ
ル
テ
﹂
昭
8
・
2
）、堀
辰
雄
﹁
文
学
的
散
歩
﹂（﹁
リ

ベ
ル
テ
﹂
昭
7
・
11
）、﹁
文
学
的
散
歩
―
プ
ル
ウ
ス
ト
の
小
説
構
成
﹂

（﹁
リ
ベ
ル
テ
﹂
昭
7
・
12
）、﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
覚
書
（
三
十
歳
に
な
ら
う

と
し
て
ゐ
る
詩
人
の
手
記
）﹂（﹁
新
潮
﹂
昭
8
・
5
）、﹁
フ
ロ
ー
ラ
と

フ
ォ
ー
ナ
﹂（﹁
新
潮
﹂
昭
8
・
8
）、﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
の
文

章
﹂（『
日
本
現
代
文
章
講
座
』
第
八
巻
、
厚
生
閣
、
昭
10
）。

（
20
）
禹
朋
子
前
掲
論
文
、
黒
岩
裕
市
﹁
堀
辰
雄
『
燃
ゆ
る
頬
』
の
男
性
同

性
愛
表
象
―
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
『
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
』
Ⅰ
と

の
比
較
か
ら
﹂（『
文
化
表
象
を
読
む
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
現
在
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｄ
﹁
日
本
文
学
領
域
﹂
編
集
、
お
茶
の
水
女
子
大
学

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、

平
20
）。

（
21
）
こ
の
よ
う
に
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
一
節
を
日
本
語
に
置
き

換
え
て
取
り
入
れ
た
例
は
同
時
期
の
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
。
た
と

え
ば﹁
麦
藁
帽
子
﹂の
次
の
一
節
に
は
、﹁
花
咲
く
乙
女
た
ち
の
か
げ
に
﹂

Ⅱ
の
一
節
が
次
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
と
き
向
う
か
ら
、
或
ひ
は
ラ
ケ
ツ
ト
を
持
つ
た
り
、
或
ひ
は
自

転
車
を
両
手
で
押
し
な
が
ら
、
一
ダ
ー
ス
ば
か
り
の
少
女
た
ち
が
が

や
が
や
話
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
方
へ
や
つ
て
く
る
の
に
出
会
つ
た
。

（﹁
麦
藁
帽
子
﹂）

U
ne de ces inconnues poussait devant elle, de la m

ain, sa 

bicyclette ; deux autres tenaient des « clubs » de golf ; （
見
知
ら

ぬ
少
女
の
う
ち
の
一
人
は
手
で
自
転
車
を
押
し
て
お
り
、
他
の
二
人
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は
ゴ
ル
フ
の
︽
ク
ラ
ブ
︾
を
持
っ
て
い
た
。）A

 lo̓m
bre des jeunes 

filles en fleurs 

Ⅱ

原
文
の
ゴ
ル
フ
・
ク
ラ
ブ
が
テ
ニ
ス
・
ラ
ケ
ッ
ト
に
変
換
さ
れ
、

“poussait devant elle, de la m
ain, sa bicyclette” 

と
、“tenaient 

des « clubs » de golf”

が
、﹁
自
転
車
を
両
手
で
押
し
な
が
ら
﹂、﹁
ラ
ケ

ツ
ト
を
持
つ
た
り
﹂
と
日
本
語
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

（
22
）Jacques Rivière, « M

arcel Proust », La N
ouvelle R

evue Française, 

avril 1925.﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂が
依
拠
し
て
い
る
文
献
に
つ
い
て
は
、

竹
内
清
己
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
23
）﹁
プ
ル
ウ
ス
ト
雑
記
﹂
の
内
容
面
か
ら
、
こ
れ
を
堀
の
創
作
と
の
関
連

に
お
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
中
村
三
春
﹁
意
識
・
無
意
識

・
時
間
―
堀
辰
雄
の
小
説
理
論
﹂（﹁
堀
辰
雄
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹂、﹁
解
釈

と
鑑
賞
﹂
別
冊
、
池
内
輝
雄
編
、
平
16
・
2
）
が
あ
る
。

（
24
）
プ
ル
ー
ス
ト
の
文
体
に
お
け
る
関
係
詞
節
の
持
つ
役
割
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ばLeo Spitzer, « Zum

 Stil M
arcel Prousts » in Stilstudien 

2, M
ünchen, M

ax H
ueber Verlag, 1961.

を
参
照
。

（
25
）
佐
藤
正
彰
﹁
プ
ル
ー
ス
ト
を
訳
し
た
頃
﹂（『
世
界
文
学
全
集
』
第
二

期
第
十
四
巻
月
報
、
河
出
書
房
、
昭
31
）。

（
26
）
た
と
え
ば
引
用
部
に
続
く
箇
所
で
、堀
が
﹁
私
は
戸
棚
だ
の
、箪
笥
だ
の
、

壁
紙
だ
の
の
、
も
つ
と
し
や
り
し
や
り
し
た
、
も
つ
と
微
妙
な
、
も
つ

と
好
評
な
、
し
か
し
も
つ
と
も
つ
と
乾
燥
し
た
匂
ひ
を
嗅
ぐ
や
否
や
、﹂

“à peine goûtés les arom
es plus croustillants, plus fins, plus 

réputés, m
ais plus secs aussi du placard, de la com

m
ode, du 

papier à ram
ages,” 

と
訳
し
て
い
る
箇
所
、淀
野
ら
の
訳
で
あ
れ
ば﹁
戸

棚
や
食
器
棚
や
枝
葉
模
様
の
壁
紙
の
匂
ひ
―
い
つ
そ
う
歯
切
れ
の
よ
い

微
妙
な
佳
い
匂
ひ
で
あ
る
が
、
も
つ
と
乾
燥
し
て
ゐ
る
匂
ひ
―
を
嗅
ぐ

と
直
ぐ
﹂
と
な
る
。

（
27
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

yuichiro Inoue, « Proust et C
hardin », 

dans E
tudes de Langue et Littérature Française, Tokyo, 1962

、

吉
川
一
義
『
プ
ル
ー
ス
ト
と
絵
画
―
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
受
容
か
ら
エ
ル

ス
チ
ー
ル
創
造
へ
』
岩
波
書
店
、
平
20
）
な
ど
を
参
照
。
プ
ル
ー
ス

ト
は
、
若
き
日
の
美
術
論
﹁
シ
ャ
ル
ダ
ン
﹂« C

hardin », dans 

C
ontre Sainte-B

euve, précédé de Pastiches et M
élanges et suivi 

E
ssais et articles, Pléiade, G

allim
ard, 1971. 

の
一
節
を
作
品
に
転

用
し
、
そ
の
際
主
語
と
述
語
に
よ
る
一
般
的
な
構
文
を
名
詞
と
形
容

詞
句
を
並
列
し
た
構
文
に
変
換
し
た
。

（
28
）『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
は
、
モ
ネ
な
ど
の
絵
画
を
イ
メ
ー
ジ
の

上
で
原
拠
と
す
る
箇
所
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
吉
川
一
義
『
プ

ル
ー
ス
ト
美
術
館 『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
画
家
た
ち
』
筑
摩
書

房
、
平
10
、
な
ど
を
参
照
）。

（
29
）
小
久
保
実
『
新
版 

堀
辰
雄
論
』（
麦
書
房
、
昭
51
）。
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＊ 
堀
辰
雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
の
翻
訳
の
引
用
は
﹁
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ウ
ス
ト
﹂

に
拠
り
、そ
れ
以
外
の
作
品
は
原
則
初
出
誌
に
拠
っ
た
。
プ
ル
ー
ス
ト
『
失

わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
は
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
、
堀
辰
雄
旧
蔵

Ｎ.

Ｒ.

Ｆ.

旧
版 A

 la recherche du tem
ps perdu 

及
び
、
前
掲 Jacques 

R
ivière, « M

arcel Proust » 

に
拠
っ
て
引
用
し
た
。
プ
ル
ー
ス
ト
の
原
文

の
直
後
に
付
し
た
丸
括
弧
内
の
訳
文
は
拙
訳
し
た
。




